
古書（店）・洋書、あるいは
美しいもの・古いものに興味がある方に

ドイツ文学研究に始まり、
神田古書街（田村書店）からこの世界へ…。

ユニークな経歴の持ち主・
金沢市の洋書専門古書店店主をお迎えし、

天職として見つけた古書店という仕事や
洋書の魅力についてお話しいただきます。

演題 モノとして見る書物
―古書・装幀・版画―

講師 古書肆 髙橋麻帆書店 代表

髙橋 麻帆 氏

金沢大学・富山大学非常勤講師

西田幾多郎記念哲学館資料調査員

日時：６月６日（水）午後１時～２時半

場所：L２０９教室

※ 国文学史の授業の一環ですが、受講生以外の方の
ご来聴も歓迎致します。
どうぞお気軽にお越し下さい。

お問い合わせ：木村＠学教（内線 2501、sayo@fpu.ac.jp）まで




